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新 しく開発された経 口用合成抗 菌剤AM-715を 急性単純性膀胱 炎32例 および慢性複雑性尿路感染

症51例の計83例 に使用 し,臨 床効果 を中心 に検討 した。 投薬方法は,急 性単純性膀胱炎 に対 しては1

回100mgを1日3回 計300mg,慢 性複雑性尿路感染症に対 しては1回200mgを1日3回 計600mg

経口投薬 し,原 則 として前者では3日 間,後 者では5目 間投薬 した後 に効果 を判定 した。急性単純性

膀胱炎32例の総合臨床効果は1著 効25例,有 効7例 で,有 効率は100%で あった。慢性複雑性尿路感

染症51例 の総合臨床効果は,著 効23例,有 効14例,無 効14例 で,有 効率は72.5%で あった。副作用

として,不 眠2例,便 秘,下 痢,食 思不振各1例 の計5例,臨 床検査値異常 として血清 クレアチニ ン

上昇,GOTお よびアル カリフォスファターゼ上昇,GOT上 昇各1例 の計3例 が認 め られたが,い

ずれも軽度であった。

は じ め に

AM-715は 新 しく開発された経 口用合成抗菌剤 でFig.1

に示す化学構造式を有す る。本剤はquinolinecarboxylic

acid誘導体で,同 系抗菌剤 に比 し体内での代謝 が少 な く,

抗菌活性を有 した状態で比較的高率 に尿中へ排泄 され,

かつグラム陰性菌を中心に強い抗菌活性 を有す る といわ

れている1)。

われわれは,本 剤を尿路感染症(以 下,UTI)に 使用

し,臨床効果を中心に検討 したのでその成績 を報告する。

対象および方法

1.対 象

対象は単純性UTI 32例,複 雑性UTI 51例 の計83

例であった。単純性UTIは すべて女子 の急性膀胱 炎症

例(年齢は22～70歳,平 均40.8歳)で,複 雑性UTIの

Fig. 1 Chemical structure of AM- 715

疾患別 内訳は慢性膀胱炎47例 お よ び慢性腎盂腎 炎4例

(年齢は18～84歳,平 均64.5歳)で あった。 なお複雑性

UTI 51例 の尿路の基礎疾患は,神 経因性膀胱 が23例 と

最 も多 く,つ いで前立腺 肥大症10例,膀 胱頸部硬化症

5例,前 立腺癌4例,腎 結石3例,尿 道狭窄2例,そ の

他4例 であった。

2.投 薬量および投薬方法

急性単純性膀胱炎 に対 しては1回100mgを1日3回

計300mg,慢 性複雑性UTIに 対 しては1回200mgを

1日3回 計600mg経 口投薬 した。 投薬期間は,原 則 と

して急性単純性膀胱炎は3日 間,慢 性複雑性UTIは5

日間 とした。

3.効 果判定

UTIの 効果判定は,UTI薬 効評価 基準(第 二版)2)に

準じて行った。

成 績

1.臨 床効果

急性単純性膀胱 炎32例 の総合 臨床効果は,著 効25例

(78.1%),有 効7例(21.9%)で,有 効率は100%で あっ

た(Table 1,2)。 なおTable 1に 担当医の判定 による臨

床効果 を併記 した が,著 効21例(65.6%),有 効9例

(28,1%),や や有効1例(3.1%)無 効1例(3.1%)で,有

効率は93.8%で あった。

これを細菌学的効果 の面 から検討 する と,投 薬前 に尿
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Table 1 Clinical summary of acute simple cystitis cases treated with AM- 715

(100mg•~3/ day, 3 days, p. o.)
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Table 1 Clinical summary of acute simple cystitis cases treated with AM- 715 (2)

(100mg•~3/ day, 3 days, p. o.)

Table 2 Overall clinical efficacy of AM- 715 in acute simple cystitis

(100mg•~3/ day, 3 days treatment)
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中 よ り分 離 され たEscherichia coll18株,Klebslella sp.

3株,Proteus mirabilis 2株 お よびProteus morganll,

Pseudornonas aeruginosa, Serratla marcescens, Strepto-

coccus faecal's, Streptococcus faecium, Streptococcus

virldans,グ ラム陽 性 球 菌各1株 は す べ て 消失 し,Staphy-

lococcus8株 中1株 の み が 存 続 し,全 菌株 の 消 失 率 は

97.4%で あ った(Table3)。 なお 投 薬 後 出現 菌 と して は

Klebsitlla sp.2株 お よびStaphylococcus epidermidis,

Streptococcus hemolyticus各1株 の計4株 が認 め られ た

(Table4)。

慢 性 複 雑性UTI51例 の融 合 臨 床 効果 は,著 効23例

(45.1%),有 効14例(27.5%),無 効14例(27.5%)で,

有 効 率 は72.5%で あ った(Table5,6)。 これ をUTI薬

効 評 価 基 準(第 二版)2)に よ る疾 患 病 態群 別 に検 討 す る と

Table7に 示 す とお りで,単 独 感 染33例 お よび 混 合感

染18例 の総 合 有 効率 は それ ぞ れ78.8%お よ び61.1%

で あ った。 ま た カテ ー テル 留 置9例 の総 合 有 効率 は55.6

%で あ った。 なおTable5に 担 当 医 の判 定 に よる 臨床

効 果 を併 記 し た が,著 効20例(39.2%),有 効14例

(27.5%),や や 有効6例(11.8%),無 効11例(21.6%)

で,有 効率 は66.7%で あ った 。

こ れ を細 菌 学 的 効 果 の 面 か ら検 討 す る と,投 薬 前 に尿

中 よ り分 離 さ れ たEscherichia coli 15株,Klebisiella sp.

8株,Citrobacter sp.3株,Pseudomonas maltophilia 1

株,Alcaligenes sp.1株,Staphylococcus epidermidis 5

は す べ て 消 失 し,ま たPseudomonas aeruginosa15株 中

11株,Serratia mareescens8株 中5株,Proteus mira-

bills4株 中3株,Proteus vulgaris4株 中3株,Pseudo-

moms fluorescens2株 中1株,Proteus morganii2株

中1株,Streptococcus faecalis7株 中5株 が 消 失 し た

(Table8)。 な お 投 薬 後 出 現 菌 と し てStaphylococcus

spidermidis,(arrdidusp.各3株,Alcaligens sp.2株 お よ

びPseudomonas aeruginosa, Serratiamarcescens,Acin-

etobacter sp., Streptococcus faecalis各1株 の 計12株 が

認 め ら れ た(Table9)。

投薬前後に尿 中から分離 された菌株に対す る本 剤 の

MICを,日 本化学療法学会のMIC測 定改訂法3)に 準

じて測定 した。測定成績 はTable1,5のMIC記 入欄 に

一括 して記載 した。Escherichia coliを はじめ とす るグ

ラム陰性菌 とともに,Staphylococcus epidermidisな どの

グラム陽性菌 に対 して も良好な抗菌力 が認め られた。

2.副 作用

効果判定不能例を も含めて106例 について副作用 とし

ての 自他覚症状 を観 察す ると同時に,本 剤投薬前後 にお

ける赤血球数(33例),血 色素(34例),ヘ マ トクリッ ト

(22例),白 血球数(34例),GOT(35例),GPT(35例),

Table 3 Bacteriological response to AM-715

in acute simple cystitis

*Persisted: regardless of bacterial count

Table 4 Strains* appearing after AM-715

treatment in acute simple cystitis

*: regardless of bacterial count

アルカ リフォスフ ァターゼ(34例),BUN(35例),血 清

ク レアチニン(33例)な どを 測定 し比較検討 した(F忽

2)。 自他覚症状 として,不 眠2例,便 秘,下 痢,食 思不

振各1例 の計5例,臨 床検査値 で血清ク レアチニン上昇

(1.2→1.7mg/d1),GOT(27→36U)お よびアルカリフォス

ファターゼ(233.1→655.81U)上 昇,GOT(25→44U)上

昇各1例 の計3例 が認め られた。 いずれも軽度なもので,

臨床検査値で一部追跡検査可能な症例については一過性

のものであ った。 なお不眠を訴えた2例 は老人で,具 体

的 には “目がさえるので眠れ ない” との訴えであった。

考 案

AM-715はquinolinecarboxylic acid系 合成 抗菌剤 で,

6位 に フ ッ素,7位 にpiperazineを 有 す る ことが特徴 で

あ る。 同 系抗 菌 剤 として は,nalidixic acid(NA)を は じ
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Table 6 Overall clinical efficacy of AM- 715 in complicated U. T. I.

(200mg•~3/day, 5 days treatment)

Table 7 Overall clinical efficacy of AM- 715 in each group

め,piromidic acid(PA), pipemidic acid(PPA)な どが

すでに有用性 が認 められ,市 販 されている。本剤はこれ

ら同系抗菌剤に比 し強い抗菌力を有する といわれ,そ の

抗菌 スペ ク トラムもグラム陰性菌のみな らず,グ ラム陽

性菌 にまで拡大 している といわれている4)。 また本剤 は

腎への組織移行お よび尿中への排泄 も比較的高 く,そ の

ため尿路感染症に対 して も薬効が期待 されている。

今 回,わ れわれ は本剤 を急性単純性膀胱 炎に対 しては

1回100mg,慢 性複雑性UTIに 対 しては1回200mg

を1日3回,前 者 には1日 計300mgを3日 間,後 者

には1日 計600mgを5日 間経 口投薬 し,UTI薬 効評価

基準(第 二版)に 準じて臨床効果 を検討 した。

急性単純性膀胱炎32例 に対する 本剤の 総合有効率は

100%,ま た著効率 も78.1%と 高 く,極 めて満足すべ き

成績が得 られ た。また自覚 症状 に対する効果では消失率

93.8%,膿 尿 に対する効果では正常化率90.6%,細 菌尿

に対する効果 では 陰性化率90.6%で あった。 細菌学的

効果については,本 剤投薬前に尿 中より分離 された38

株 中Staphylococcus epidermidis 1株 が存続 したのみで,

他 はすべて消失する という満足すべき成績が得 られた。

慢性複雑性UTI 51例 に対する本剤の総合 有 効 率 は

72.5%と,経 口剤 としては満足すべ き成績が得られた。

この高 い有効率 はカテーテル留置症例が 全体の20%以

下 とやや少ないこ と,分 離菌の約半数がEscherichia coli

が しめていた ことなどの問題はある。 しか し細 菌 学 的

効果についてみ て も菌株数 は少ないもののPseudomonas

aeruginosa,Serratia marcescensは もとよりグラム陽性

菌の消失率 も高いこ とは評価できよう。
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Fig. 2 Influence of AM- 715 on the laboratory examinations (1)
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Fig. 2 Influence of AM- 715 on the laboratory examinations (2)
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Table 8 Bacteriological response to AM- 715
in complicated U. T. I.

* Persisted: regardless of bacterial count

Table 9 Strains appearing after AM- 715
treatment in complicated UTI

Table 10 Susceptivility of E. coli and S. epidermidis to AM- 715

*:  Inoculum size 103cells/ml
**:  Inoculum size 106cells/ml

副作用 として,2例 に不眠,3例 に胃腸症状,ま た3

例に臨床検査値異常 が認め られたが,い ずれ も軽度な も

のであった。 しかし,不 眠 とい う症状 はわれわれ も従来

ほとんど経験 したこ とのない種類 のものであ り,今 後更

に検討する必要があろう。
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CLINICAL EVALUATION OF AM- 715 IN URINARY TRACT  INFECTION
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AM- 715, a new synthetic antibacterial agent, was administered orally 300mg three times a day to 32 patients

with acute simple cystitis, 600mg to 51 patients with chronic complicated urinary tract infections to evaluate therapeutic

efficacy.

1) The clinical effect for 32 cases of acute simple cystitis after 3 days treatment was excellent in 25 cases and
moderate in 7 cases, overall effective rate being 100%.

2) The clinical effect for 51 cases of chronic complicated urinary tract infections (47 chronic cystitis and 4 chronic

pyelonephritis) after 5 days treatment was excellent in 23 cases, moderate in 14 cases and poor in 14 cases, overall
effective rate being 72.5%.

3) Adverse reactions occurred in 5 patients; two developed sleeplessness, one constipation, one anorexia , and
one diarrhea. Laboratory abnormalities consisted of 2 elevated transaminases, 1 elevated alkaline phosphatase, and

1 elevated serum creatinine.


